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�1�M�B�U�F���+�P�J�O�J�O�H�1��°���  ＝チタンは優れた耐食性を有することから，化
学プラント，発電プラントなどに適用されてきたが，最近
これらに加えて，チタンのもっとも期待できる用途分野
の一つである海洋構造物への適用が試みられており，東
京湾横断橋の橋脚や，超大型浮体式海洋構造物（メガフロ

ート）防食用ライニングなどがその例としてあげられる 1）～3）。
これらのライニング工法はチタンと鋼材とを直接溶接す
ることが難しいことから，ほとんどがチタンクラッド鋼
を利用した方式となっている。ここでは，細径銅合金ワ
イヤをもちいたMIG溶接法により，チタン板を鋼板に直
接溶接する新しいライニング技術を開発したので報告す
る。

1．チタンと鋼の接合技術

チタンと鋼の接合方法に関わる従来技術を第 1表に
示す。接合方法としてチタンクラッド鋼をえることを目
的とした大断面の板状部材の接合技術と，異種金属の接

合部品をえることを目的とした接合技術に大別できる。
前者の例として，古くから実績をもず 接F

最近騖鞢だ

ライニングが施工されたが，鋼材とチタンの直接接合が

避けられないシール部に，銀ろうをもちいた TIGろう付

方法が適用されている。しかしながら，これらの接合方

法はいずれも汎用性の面では高いとはいえず，もっとも
汎用性の高い溶融溶接（アーク溶接）については，チタ
ンと鋼を直接溶接すると，脆弱な金属間化合物の生成に
起因する割れが発生するため難しいとされている。

2．チタンの鋼板への直接ライニングについて

構造部材である鋼材にチタン材を直接ライニングする
技術を開発する上で必要となる接合技術は，第 1図の例
に示すように，チタン材同士の接合技術（チタン材の板
継ぎ溶接）と，鋼材とチタン材の接合技術（連続シーム
溶接と中間部固着溶接）が考えられる。前者のチタン材
同士の接合については，従来の溶接技術あるいはその延
長技術，たとえば TIG溶接，プラズマ溶接，レーザ溶接
などで対応できる可能性が大きいため，ここでは後者に
対する溶接技術について探索し，割れ発生の主因である
チタンと鋼の相互溶融の抑制が期待される，細径Cu合
金で押さえた状態聶村井康生・斉藤賢司技術開発本部・材料研究所
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Titanium is widely used in chemical plants, electric power generating plants, marine structures and so on
because of its excellent corrosion-resistance. In this paper, a MIG welding method that uses attenuated copper
alloy wire to weld titanium board directly to steel plates is described．

第 1表 チタンと鋼の接合方法
Table 1 Joining method for titanium to steel

第 1図 チタンライニングにおける接合技術
Fig. 1 Joining technology for titanium lining








